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次世代都市交通システム : Advanced Rapid Transit（ART）
システム実現に向けた技術要件

Rapid and On-time operation 

PTPSの高度化

車内移動距離最小化

公共交通優先制御

全利用者向けシート

分合流地点での衝突回避

構内路
ゼロエミッション制御
低速誘導制御

最適車間制御

通行密度管理

非接触課金

最適信号制御

乗降時間短縮
平均走行速度の向上

Cyber Agent

待ち時間ゼロの乗換
アクセス性向上

施設内乗り入れ

車両安全
車内安全

環境性 安全性

速達性・定時運行性

最適加減速制御

衝突回避制御

Level 3
自動走行制御

スムーズな交通流制御

交通渋滞
CO2低減

最適な運行管理

自動正着制御

他交通機関からの
シームレスな乗継

乗降時ギャップ最小化

高度運転支援

自動車道での
高速安全走行

協調型ACC制御
車いす利用者向け
進化型シートベルト

自動走行システム技術

FCV
PHV
EV

安定且つ高密度運行

SIP-adus
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SIP-adus

一気通貫の開発（研究テーマ相関関係）
自動走行システム

システム研究開発： SIP予算
・国家共通基盤の構築
・交通課題の現場（都市）での研究開発と実証 ： SIP予算

社会実装

非SIP予算

自動走行
実用化技術

センシング能力
向上技術

ITS先読み情報
の生成技術

ドライバーモデル
生成技術 自家用車

車内事故防止

対 交通弱者
危険回避
制御

超小型モビリティ
車イス
歩行者

モーダル
シフト

インフラ連携
（PICSの高度化)地域の安全自主活動､改善提案

車対人
危険回避
制御

車対車
危険回避
制御

プローブ情報
・渋滞情報
・ヒヤリハット情報

プローブ情報
車椅子通れる道情報

プローブ情報
・渋滞情報
・運行情報

インフラ連携
（PTPSの高度化)
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ヒヤリハット
情報、等

ダイナミックマップ

事故データ（ミクロ・マクロ）解析 交通事故シミュレーション

地図情報の
高度化技術
(ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ)

ｼｽﾃﾑｾｷｭﾘﾃｨ

交通制約者対策（アクセシビリティ） 災害対策 市民見守り 地域町おこし

⇒実用化

市民と地域のための交通インフラ・管制情報サービス

地域交通マネージメントの高度化と横展

①三位一体となった交通事故低減活動
②ＣＯ２低減市民活動
③災害対策

・統合的交通案内情報
・車イス等の事故防止機能強化

・アクセシビリティの改善と普及
・市民参加の活動

アクセシビリティの改善
統合的速達性

公共交通利用による事故死者低減
渋滞低減、CO２低減

2017年～
実証実験
開始

2019年～
事業運行
開始

次世代公共交通システム ART (Advanced Rapid Transit)

PDCA： 現場のデータや経験を要素開発にフィードバック
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１．全ての利用者に利用しやすい新しい公共交通システムを構築する

２．Advanced Rapid Transit (ART) の核となる要素は、走行安全、客室内安全、
渋滞緩和、CO2削減と、速達性、快適性、定時制を両立させるための自動運転
技術である

３．2020年東京オリンピックパラリンピック競技大会を重要な一里塚とする。

構想作り

システム設計
システム開発

実証試験
運用

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
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ご清聴有難う御座いました

SIP-adus


